
 

創立１２１周年記念式典挙行 心に沁みたハンドパン 

 ６月１３日に創立１２１周年記念式典を挙行いたしました。それに

先立って行われた学校評議員会では、委員の方々より米商生の

活躍に対してお褒めの言葉を沢山いただきました。式では校歌に

ついての話をさせていただきました。吹奏楽部の演奏による校歌斉

唱が体育館に響き渡り、１０１年間歌い継がれている校歌がしみじ

みと素晴らしい内容であることを実感しました。 

 そして卒業生の横山さんのハンドパン演奏が心に沁みました。評

議員の佐藤千秋さん（梅花堂）は、横山さんを高校生の時から見

ています。その横山さんが母校の創立記念式典にて演奏する姿に感動されていたそうです。そして、それと同じ

くらいに横山さんの演奏を真剣に聴く米商生の姿にも感動したとのことでした。実は私もそうでした。横山さんの

演奏は心に沁みます。そしてそれを聴く米商生の姿に「やはり本物は心を掴む」と思ったのです。ハンドパンはま

だまだ認知されていない楽器ですが、横山さんのハンドパン演奏にスポットが当たる日が近いうちにくると思いま

した。聴く態度、服装、校歌を心から歌う皆さんが校長としてとても誇らしかったです。 

祝！東北大会準優勝 ホッケー部２年連続インターハイ出場 

部員も保護者も泣いていました。６月１６日に川西町において

東北大会が行われ、本校は一次リーグの最大の山場である築

館高校（宮城県）を２対１で勝利して２年連続のインターハイ出場

を決めました。昨年の新人戦では興譲館高校から敗退、そして

誰もが出場を信じて疑わなかった全国選抜大会予選でも敗退

し、辛い冬の期間を過ごしました。極寒の中での体育館ピロティで

の練習を乗り越え春を迎え、驚くほど多くの１年生の入部があり、

久々に助っ人さんなしでの大会に挑むことができました。今年の３

年生は２名のみ、それも高校からホッケーを始めた二人。たくさん

の苦労があったと思います。コート上で躍動する姿は、幼い頃か

らホッケーをやっていたように見えるほどに成長しました。試合終了

のホーンが鳴った時には、全員で抱き合って涙。それを見ている

保護者の皆さんも涙。本当におめでとうございます。インターハイ

は７月末から北海道の札幌周辺で行われます。昨年は全国第

３位。その壁を乗り越えて日本一を目指して戦ってきてください。 

 最終日の決勝戦は同点となり、サッカーの PＫ戦にあたるＳＯ（シ

ュートアウト）戦の末に惜しくも準優勝でした。この借りはインターハ

イで返せばいいんです。顔晴れ！ 
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商友会総会 

 ６月１７日にグランドホクヨウにて令和５年度商友会（米商の同

窓会）総会が行われました。久しぶりに吹奏学部の校歌演奏で

同窓生が校歌を斉唱しました。皆さん大変に喜んでおられ、中に

は涙を流す方もおられました。吹奏楽部の皆さん本当にありがとう

ございました。 

 商友会総会は米商の卒業生なら誰でも参加できます。また商

友会からは本校の教育活動に対して多額のご寄付なども頂いて

います。卒業生は各界で活躍されており、中川勝米沢市長様も

卒業生ということでお出でいただきました。当日は卒業生の多くが

持ち寄った大抽選会が行われました。今回の目玉はなんと東京

ディズニーランドの１泊２日のチケットでした。皆さんも卒業したら参加することができます。大人になった時に是

非参加してください。 

男バス ワンショットの思い出 

 今回の商友会総会には、私が顧問だった男子バスケット部の卒業生も多数きてくれました。当時はスラムダ

ンクが大流行していた時代で、どの学校のバスケ部も沢山の人がいました。練習にワンショットというメニューが

ありました。散々疲れた最後にその日の当番がフリースローを放つ。入れば終わりで、外せば全員がダッシュ５

往復。伝統のメニューでした。高校２年生の時に難病になった鈴木方規君という人がいました。彼はバスケが

好きでしたが難病のために一緒に練習はできずにマネージャーの手伝いなどをしていました。しかし、ワンショット

だけは皆と同じようにします。自分は練習していないのに、自分がシュートを外して皆んなを走らせることはできな

いとフリースローの練習を黙々としていました。そして必ず決めるんです。私の記憶では外したことがないと思い

ます。残念ながら卒業した２年後に帰らぬ人となりました。お葬式に行く前にバスケ部の卒業生で体育館に集

まり、彼の写真を真ん中において彼の分も生きていくことを誓い

ました。そして商友会に遠く四国松山から来てくれた当時のキ

ャプテンが、他のメンバーと共に線香をあげに行ってくれたそう

です。生きていれば４３才。どんな人生を送っていたのでしょう

か。卒業して２５年以上経っても私の事を先生と呼んで慕ってく

れる卒業生たち。亡くなった友の分も精一杯生きている卒業

生たち。本当に私の誇りです。 

 今 青春を謳歌している米商生の皆さんにも親友を見つけて

欲しいと思います。この米商で出会った親友が心友となって

生涯付き合えますように。 

米商スケッチ 

・１４日に防災訓練がありました。その時に指導してくださった米沢消防署の

方は、なんと前日にハンドパン演奏をしてくれた横山さんの同級生の本田さ

ん。本田さんは在学中に生徒会長と野球部キャプテンという立場でした。素

晴らしい生徒でした。両日に渡って後輩の為に卒業生の方よりお世話になり

ました。 

・３年２組が調理実習をしていて、とても良い匂いに誘われて調理室を覗き

ました。あまりにも美味そうで、もう無理言って肉じゃがとふりかけを分けていただきました。あざぁーっす。 

久しぶりの体育館で 昔の部員とマネージャー 


